











In interviews with those who had left children’s nursing homes, they reviewed their life telling good things, such as meeting
with reliable staff and development of their own living abilities, and bad things, such as being forced to commit theft or 
violence by their seniors, being bullied by their peers and being improperly treated by staff. However, all of them viewed 





































































































































































































対象者 年齢 性別 入所理由 入所期間 現況 
Ａ 20代前半  男 被虐待 ２歳から１８歳 公務員。一人暮らし。 
Ｂ 20代前半  女 ネグレクト ４歳から１８歳 施設の保育士。 
Ｃ 20代前半  女 ネグレクト、経済的に養育困難 ７歳から１８歳 大学生。一人暮らし。 
Ｄ 60代前半 男 養育困難 小５から中卒まで 
工場勤務。娘は嫁ぎ、妻と二人で
暮らしている。 
Ｅ 10代後半 女 ネグレクト、両親別居、養育困難 小６から高卒まで 大学生。一人暮らし。 
Ｆ 20代前半 女 両親離婚、養育困難 ５歳から１８歳 看護助手、非常勤自衛官 
Ｇ 20代前半 女 両親離婚、父の虐待 中３から高卒まで 大学生。一人暮らし。 




Ｉ 20代前半   女 ネグレクト ２歳から高校２年 フリーター 

































































その他 当たり前のこととして衣食住があることがよかった。 Ｆ 
表３ 施設生活でよくなかったこと 
カテゴリー 内容 対象者










































































カテゴリー 内容 対象者 







よくなかったこと 退所後に向けて職員は何もしてくれなかった。 Ｇ 
表５ 退所後支援のよかったこと・よくなかったこと 
カテゴリー 内容 対象者 































































































































 職員のこと  ・信頼できる ・頼れる ・親身になってくれる 
・食事に誘ってくれる ・連絡をしてくれる   など 
生活のこと  ・仲間ができた ・洗濯など家事ができるようになった など 
その他    ・自立のための準備をしてくれた ・困ったときに相談できた   
       ・当たり前の生活ができた    など 
施設生活の振り返りから 
自分の成長につながったと考える 
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注 
1) 平成19年度社会的養護施設に関する実態調査
（2008年3月1日現在）によれば児童養護施設入
所児童26604人のうち発達障害・行動障害があ
る児童は20.0％、身体疾患・身体障害がある
児童は22.2％であった。 
2) 筆者ら所属するNPO法人こどもサポートネッ
トあいちが「児童養護施設の暴力に関する調
査」を行なった。全国585ケ所の児童養護施設
に調査票を配布し377人から回答を得た。子ど
もへの暴力をしてしまった職員は117人
（31.0％）であった。暴力行為の内容は身体的
暴力が69.2％、言葉による脅しが35.9％で
あった。また子どもから職員への暴力の内容
は、身体的暴力が82.9％、言葉による脅し
48.6％、器物破損が42.9％であった。 
3) 児童養護施設入所児童の進路に関する調査に
よれば、児童養護施設入所児童の中学卒業後
の高校等への進学率は93.7％（2008年5月1日
現在）であった。また2007年度の児童養護施
設入所者の高校卒業後の進路については、高
校卒業者1393人のうち大学等に進学したのは
265人（19.0％）であった。 
4) インタビュー調査の中で対象者が「当事者」
という言葉で語ったため、対象者の語りを大
切にし、ここでは当事者という言葉を使用す
ることとした。なお当事者の会は現在、東京、
児童養護施設の生活環境を退所者の語りから考える 
－19－ 
大阪、名古屋など全国で10団体ほどが活動し
ている。 
5) 心が揺さぶられ不安な状態の子どもは心的機
制として、よい対象として捉えたものを取り
入れ、重ねていく『取り入れ同一化』を行っ
ていると考えられる。  
6) 自分を不適切に扱った大人に対しての怒りや
憎しみを、別の外的対象であるより弱い者に
向けて投影する『置き換え』が起きていると
考えられる。 
 
 
